
To  Of f i ce  o f  Ex p e r im en ta l  　　　 Da te   2 9 -J an - 0 2      

P l an n in g  an d  Co o r d in a t io n

MA CH INE  TI ME  EX EC UTI ON

RE PO RT (   2 0 0 1 -4 - 1  CY CL E)

Ex p e r im en ta l  Gr o u p T49 3 Re p o r te r 吉田（山形大）

Sc h e d u l ed  Pe r i o d
an d  Sh i f t

1 1/15  9 :0 0 –  1 1/22  9 :0 0
2 0Shi ft s

 Ma in ,  Su b ,  Pa ra Para

Ex p e r im en te rs

吉田、田島、有賀、板 、針生、森 、山本、吉田　 他

SU MM ARY  OF  EX EC UTI ON  AN D RE SU LTS

π２ビームライン上に以下の４種 の無機結晶検出器を置き 子・ハドロンに対する

応答特性についての実験を行った。

　　 PbF 2 ,  CeF 3 ,  PWO 4 ,  B i4 S i3 O 1 2

使用エネルギー　 1 .0~ 3 .5  GeV/c  (Nega tiv e & Pos it iv e  Beam)
粒子 別　　　　ガスチェレンコフ２段

スリット　　　　左右とも 1 0~ 2 0mm
入射エネルギーの 正　 Pos it iv e  Beamの TOFを利用
荷量の 正　 　 LEDパルスなど

PMT Gain 　　　ハドロンデータから行った
トリガー　　　　チェレンコフの同時係数で e  t rigg er
　　　　　　　　チェレンコフのOR v etoでHad ro n t rigg er
DAQ　　　　　　 NIM+CAMAC+PC(Linu x)

以上、 PbF2に関しては性能評価に必要な統 量のデータを得ることができた。他の結晶

に関して、 PbF2との比 データを取得した。

EX EC UTE D MA CH INE  TI ME,  BE AM  CO ND ITI ON ,  DO W N  TI ME  e t c .

1 1 /1 8  3 : 0 0頃 Q3 源のヒューズ故障　 復帰は 1 0 :0 0頃になった。
（後にビームタイムを補償していただいた。）

CO MM ENT S

ビームライン 磁石のコントローラが制御不能になったことがあった。復旧に際し

て、直接ビームチャンネルのスタッフを探してお いしてしまった。正 の手続きを

踏むべきであった。


